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　新型コロナウイルスの影響で約 1 週間遅れて各
幼稚園入園式、各小・中学校入学式が行われました。
今年度はマスク着用、手指消毒等の感染対策を講
じた上で、来賓の御臨席は遠慮していただき、新
入生（新入園児）、在校生（在園児）、職員のみ参
加の規模を縮小した式となりました。

各幼稚園入園式、各小中学校入学式
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６
月
３
日
、
祖
納
保
育
所
・
久
部
良
保

育
所
の
園
児
た
ち
で
本
田
さ
ん
の
パ
イ
ン

畑
で
収
穫
を
体
験
。
子
供
た
ち
は
と
げ
に

気
を
付
け
な
が
ら
パ
イ
ン
を
さ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

６
月
23
日
（
火
）
正
午
前
に
与
那
国
町

戦
没
者
追
悼
式
が
与
那
国
小
学
校
に
あ
る

「
平
和
の
塔
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
規
模
を
縮
小

し
、
生
徒
・
児
童
の
参
加
は
見
送
ら
れ
、

前
日
に
各
学
校
代
表
者
か
ら
平
和
へ
祈
り

込
め
た
折
り
鶴
を
預
か
り
ま
し
た
。
出
席

者
が
折
り
鶴
を
奉
納
し
、
黙
と
う
焼
香
を

行
い
、
戦
争
犠
牲
者
の
御
霊
を
慰
め
ま
し

た
。

　

ア
ヤ
ミ
ハ
ビ
ル
館
で
は
毎
年
恒
例
の｢

田
原
川
水
質
調
査｣

を
、
６
月
21
日
午
前

中
に
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
大
人
６

名
、
小
学
生
１
名
、
幼
児
３
名
で
、
開
始

直
後
の
曇
り
空
も
時
間
が
経
つ
と
と
暑
い

日
差
し
。
河
口
か
ら
水
源
ま
で
の
川
沿
い

を
み
ん
な
元
気
に
歩
い
て
、
５
ヶ
所
の
調

査
ポ
イ
ン
ト
で
水
質
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
橋
の
上
か
ら
尾
野
寅
吉
君
（
久
小
４

年
）
が
バ
ケ
ツ
で
水
を
汲
み
上
げ
、
調
査

キ
ッ
ト
で
水
の
色
が
変
わ
る
様
子
を
全
員

で
じ
っ
く
り
観
察
し
ま
し
た
。
き
れ
い
に

見
え
て
も
水
質
が
良
く
な
い
場
所
も
あ

り
、
参
加
者
は
驚
い
た
表
情
で
調
査
キ
ッ

ト
の
色
を
見
て
い
ま
し
た
。
調
査
後
に
は

水
源
地
で
水
遊
び
を
し
て
、
冷
た
さ
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

同
日
の
午
後
４
時
か
ら
部
分
日
食
が
起

こ
り
、
与
那
国
町
で
は
国
内
最
大
食
（
太

陽
の
約
９
割
が
隠
れ
て
暗
く
な
る
）
が
観

察
で
き
る
の
で
、
ア
ヤ
ミ
ハ
ビ
ル
館
の
芝

生
で
部
分
日
食
観
察
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
大
人
14
名
と
子
ど
も
12
名
が
参
加
し
、

日
食
観
察
用
遮
光
グ
ラ
ス
や
ピ
ン
ホ
ー
ル

を
使
っ
て
欠
け
る
様
子
を
観
察
し
ま
し

た
。
午
後
５
時
過
ぎ
の
最
大
食
に
は
曇
り

と
は
違
う
薄
暗
さ
と
な
り
、参
加
者
は
「
冬

の
夕
方
よ
り
も
涼
し
く
感
じ
る
」「
肌
が

ヒ
リ
ヒ
リ
し
な
い
」「
今
な
ら
歩
い
て
帰

れ
る
」
と
話
し
な
が
ら
、
細
く
な
っ
た
太

陽
を
観
察
し
て
い
ま
し
た
。
ピ
ン
ホ
ー
ル

で
影
を
観
察
し
て
い
た
子
ど
も
達
は
「
三

日
月
！
」
と
形
の
変
化
に
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　

ア
ヤ
ミ
ハ
ビ
ル
館
で
は
、
今
後
も
夜
の

観
察
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
考
え
て

い
ま
す
。

パ
イ
ン
収
穫
体
験

ア
ヤ
ミ
ハ
ビ
ル
館
で
W
イ
ベ
ン
ト
開
催

田
原
川
水
質
調
査
と
部
分
日
食
観
察
会

慰
霊
の
日
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与
那
国
町
社
会
教
育
委
員
会
議
は
７
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
は

会
議
を
通
じ
て
、
社
会
教
育
行
政
に
対
し

て
意
見
を
述
べ
る
ほ
か
、
青
少
年
教
育
に

関
す
る
指
導
・
助
言
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
委
員
が
独
立
し
た
立
場
で
、
職
務
を
行

う
（
独
任
制
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

５
月
13
日
に
開
か
れ
た
会
議
で
は
、
大

嵩
長
史
氏
を
議
長
に
選
任
し
、
八
重
山
地

区
社
会
教
育
委
員
研
修
（
与
那
国
町
）
の

開
催
な
ど
４
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

田
原
教
育
長
は
「
社
会
教
育
委
員
制
度
は
、

社
会
教
育
行
政
に
広
く
地
域
の
意
見
等
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
教
育
委
員
会
の
諮
問

機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。
地

域
文
化
を
活
用
し
た
取
り
組
み
や
、
青
少

年
に
向
け
た
実
践
的
な
活
動
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
経
験
を
活
か
し
て
、

楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

与
那
国
町
文
化
財
保
護
審
議
会
は
、
５

人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育

委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
、
文
化
財
の
保

存
及
び
活
用
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調

査
審
議
し
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
て
建

議
す
る
こ
と
が
で
き
る
組
織
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
15
日
に
開
か
れ
た
審
議
会
で
は
、

新
会
長
に
與
那
覇
仁
一
氏
を
選
任
し
た
ほ

か
、
前
年
度
の
文
化
財
行
政
に
関
す
る
報

告
が
事
務
局
か
ら
あ
り
、
天
然
記
念
物
の

現
状
変
更
や
文
化
庁
補
助
事
業
な
ど
に
つ

い
て
、
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
サ
ン
ニ
ヌ
台
（
県
指

定
名
勝
）
や
先
島
諸
島
火
番
盛
（
ダ
テ
ィ

ク
チ
デ
ィ
、
国
指
定
史
跡
）
の
整
備
、
未

指
定
を
含
む
文
化
財
の
現
状
把
握
及
び
調

査
、
方
言
の
活
用
な
ど
、
町
内
に
所
在
す

る
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
、
協

議
し
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
（
水
）、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
約
１
ヶ
月
遅
れ
て
町
営
塾
が
開
講

し
ま
し
た
。

　

初
日
は
小
中
学
生
合
わ
せ
て
50
名
の
児

童
生
徒
が
参
加
し
、
一
人
暮
ら
し
に
か
か

る
金
額
（
那
覇
で
部
屋
を
借
り
た
場
合
）

や
学
歴
ご
と
の
生
涯
賃
金
等
の
金
銭
教
育

を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
お

金
が
か
か
る
こ
と
に
驚
く
姿
を
見
せ
、
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

さ
ら
に
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

６
月
中
旬
か
ら
は
、
１
人
１
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
の
直
接
指
導
に
よ
る

授
業
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
審
議
会
と
社
会
教
育
委
員
会
議
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

町
営
学
習
塾
開
講
!!

◎
与
那
国
町
社
会
教
育
委
員
会
議

議
　
長
：
大
嵩 

長
史

副
議
長
：
前
外
間 

洋
子

委
　
員
：
田
頭 

政
英
・
大
新
垣 

勝
子

　
　
　
　
鹿
川 

明
・
真
謝 

喜
八
郎

　
　
　
　
宮
里 

晋

◎
与
那
国
町
文
化
財
保
護
審
議
会

会
　
長
：
與
那
覇 

仁
一

副
会
長
：
長
濵 

利
典

委
　
員
：
前
楚 

美
津
子
・
崎
原 

正
吉

　
　
　
　
小
嶺 

詳
子

文化財保護審議会

社会教育委員会議
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今
年
は
４
名
の
職
員
が
採
用
に
な
り
ま

し
た
。
町
長
か
ら
任
命
書
を
受
け
取
り
、

決
意
を
新
た
に
一
日
で
も
早
く
町
民
の
皆

様
の
お
力
に
慣
れ
る
よ
う
に
努
力
い
た
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
ま
で
忙
し
く
お
勤
め
さ
れ
て
き
た

分
、
こ
れ
か
ら
は
お
体
を
大
切
に
ゆ
っ
く

り
と
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
（
火
）、
消
防
団
辞
令
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祖
納
分
団
副
分
団

長
に
は
新
た
に
真
地
秀
門
さ
ん
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
新
入
団
員
２
名
が
加

わ
り
、
団
長
合
わ
せ
20
名
に
な
り
ま
し
た
。

　
花
蓮
市
よ
り
手
洗
い
石
鹸
と
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
を
、
株
式
会
社
う
み
そ
ら
様
か

ら
は
マ
ス
ク
を
崎
元
酒
造
所
様
か
ら
七
十

八
度
鬼
ご
ろ
し
酒
、
長
命
草
酢
を
頂
き
ま

し
た
。
関
係
各
所
へ
配
り
大
切
に
活
用
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
新
規
採
用
職
員

慶
田
嵩 

精
三
さ
ん 

定
年
退
職

寄
贈

与
那
国
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

消
防
団
辞
令
交
付
式

株
式
会
社
う
み
そ
ら 

様

崎
元
酒
造
所 

様
花蓮市 様より町長と教育長が受取

電　話： 0980-87-3577
メール： kurashi@town.yonaguni.Okinawa.jp
W e b： https://www.yonaguni-ijyu.jp/

支
援
員
：
川
本 

恵
美

所
属
：
与
那
国
町
役
場
企
画
財
政
課
内

移
住
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
東
京
都
出
身
。国
内
・

海
外
色
々
な
町
に
住
み

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で

も
去
年
与
那
国
の
美
し

さ
に
一
目
惚
れ
し
移
住

し
て
き
ま
し
た
。

　
同
じ
様
に
与
那
国
が

大
好
き
で
移
住
を
考
え

て
い
る
方
の
、
お
役
に

た
て
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

右
か
ら

　
原 

聖
子
（
長
寿
福
祉
課
）

　
津
村 

伸
之
（
企
画
財
政
課
）

　
中
村 

仁
美
（
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　 

く
ぶ
ら
幼
稚
園
）

　
成
瀬 

満
紀
人
（
教
育
委
員
会
）
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介
護
福
祉
士
国
家
資
格
取
得
後
の
実
務

経
験 

２
年
未
満
の
介
護
福
祉
士
を
対
象

と
し
て
、
介
護
課
程
の
展
開
を
中
心
に
、

生
活
支
援
と
し
て
の
介
護
の
視
点
や
自
立

支
援
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
自

職
場
の
介
護
現
場
に
お
け
る
個
別
ケ
ア
の

実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
一
般
社
団
法
人
沖
縄
県
介
護

福
祉
士
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
所
：
沖
縄
県
那
覇
市
首
里

　
　
　
　
　

石
嶺
町
四-

三
七
三-

一

℡
： 

〇
九
八-

八
八
七-

三
三
四
四

　
「
ど
う
し
つ
け
し
た
ら
い
い
の
？
」「
こ

と
ば
が
遅
い
・
・
・
」「
落
ち
着
き
が
な

い
・
・
」「
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な
い
・
・
」

「
集
団
生
活
に
な
じ
め
な
い
み
た
い
」
な

ど
、
し
つ
け
・
こ
と
ば
・
子
育
て
等
の
心

配
ご
と
に
つ
い
て
専
門
家
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
「
最
近
眠
れ
な
い
」「
疲
れ
や
す
く
何
も

や
る
気
が
起
き
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」

な
ど
、
体
の
変
調
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん

か
？　

心
の
病
気
は
誰
で
も
か
か
り
う
る

病
気
で
す
。
ひ
と
り
、
あ
る
い
は
ご
家
族

だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
し
な
い
で
、
遠
慮

な
く
専
門
家
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
〈
日
程
〉

20
年
10
月
15
日
（
木
）
〜
10
月
17
日
（
土
）

21
年
1
月
9
日
（
土
）
〜
1
月
10
日
（
日
）

※

子
育
て
心
理
相
談
の
み

21
年
3
月
11
日
（
木
）
〜
3
月
13
日
（
土
）

専
門
家 

臨
床
心
理
士 

國
井 

昭
男 

先
生

※

個
別
相
談
の
た
め
予
約
制
に
な
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま

す
。
長
寿
福
祉
課
保
健
師
ま
で

℡ 

〇
九
八
〇-

八
七-

三
五
七
五

　
「
食
べ
る
」
行
為
、
必
要
な
栄
養
素
を

体
内
に
取
り
込
み
「
か
ら
だ
を
つ
く
る
」、

そ
の
代
謝
を
通
じ
て
生
命
を
維
持
す
る
一

連
の
営
み
を
「
栄
養
」
と
言
い
ま
す
。
８

月
４
日
は
栄
養
の
日
。
楽
し
く
食
べ
て
未

来
の
ワ
タ
シ
の
笑
顔
を
つ
く
る
、
そ
の

き
っ
か
け
の
日
で
す

第
22
回
　
が
ん
ど
ぅ
コ
ラ
ム

　﹁
８
月
４
日
﹂
は
栄
養
の
日

え
い
と

よ
ん

栄養クイズにチャレンジ！

令
和
２
年
度
介
護
福
祉
士

基
本
研
修
開
催
に
つ
い
て

子
育
て
心
理
相
談
・

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

第
２
問

令
和
２
年
９
月
４
・
５
・

６
日
10
月
３
・
４
日
の
５

日
間
実
施

受
付　

09
時
か
ら

開
始　

09
時
15
分

終
了　

16
時
30
分

沖
縄
県
社
会
福
祉
事
業
団

八
重
山
厚
生
園
（
予
定　

研
修
会
場
は
変
更
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
）

介
護
福
祉
士
国
家
資
格
の

有
資
格
者
で
取
得
後
２
年

未
満
の
者

20
名

※
 

受
講
申
込
み
が
定
員
に

達
し
次
第
、
締
め
切
り
。

無
料(

テ
キ
ス
ト
代
の
み
負

担
）

①
砂
糖
漬
け
に
す
る

②
発
酵
さ
せ
る

③
乾
燥
さ
せ
る

④
ゼ
リ
ー
に
す
る

食
品
を
長
持
ち
さ
せ
る
方
法
の
う

ち
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
？

第
３
問①

脂
質　

②
エ
ネ
ル
ギ
ー

③
ミ
ネ
ラ
ル　

④
炭
水
化
物

か
ら
だ
に
必
要
な
栄
養
素
。
五
大
栄

養
素
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
う
ち
、
間

違
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
？

第
４
問①

水　

②
牛
乳　

③
き
の
こ

④
大
麦

栄
養
の
機
能
に
よ
っ
て
３
色
に
分
け

る
「
赤
黄
緑
の
３
色
食
品
群
」。
緑

色
の
「
か
ら
だ
の
調
子
を
整
え
る
も

と
に
な
る
」
食
品
の
仲
間
に
入
る
も

の
は
次
の
う
ち
ど
れ
？

朝ご飯に、ごはん、みそ汁、焼き魚、
青菜の和え物を食べようと思います。
配膳の仕方で正しいものはどれ？

第
５
問

第１問

①②③

①
食
事
に
ふ
さ
わ
し
い
会
話
を
す

る②
好
き
な
も
の
だ
け
食
べ
る

③
口
に
食
べ
物
を
い
れ
た
ま
ま
話

す
食
事
の
マ
ナ
ー
の
う
ち
、
正
し
い
も

の
は
ど
れ
？

期

間

時

間

会

場

対
象
者

定

員

受
講
料
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（
答
え
合
わ
せ
）

第
１
問
②　

第
２
問
④　

第
３
問
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
体
の
中
で
代
謝

さ
れ
る
こ
と
で
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

「
栄
養
素
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
五
大
栄

養
素
は
、た
ん
ぱ
く
質
、脂
質
、炭
水
化
物
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
こ
と
で
す
。　

第
４
問
③　

第
５
問
①

　

沖
縄
県
立
図
書
館
か
ら
、
あ
な
た
が
読

み
た
い
本
を
取
り
寄
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

簡
単
な
申
込
み
で
読
み
た
い
本
を
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
沖
縄
県
立
図
書
館
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

な
い
方
も
、
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

☆
送
料
は
か
か
り
ま
せ
ん

☆「
沖
縄
県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

よ
り
蔵
書
の
検
索
が
可
能
で
す
。
気
に
な

る
本
を
ぜ
ひ
借
り
て
み
ま
し
ょ
う

【
申
込
み
の
流
れ
】

①
あ
な
た
が
読
み
た
い
本
の
「
題
名
」
と

「
作
者
」、
申
込
み
さ
れ
る
方
の
「
氏
名
」

「
住
所
」「
連
絡
先
」
を
用
紙
に
記
入
し
、

教
育
委
員
会
へ
提
出
（
Fax
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
）

※

１
回
の
申
込
み
で
１
人
10
冊
ま
で
申

込
み
で
き
ま
す

②
沖
縄
県
立
図
書
館
か
ら
教
育
委
員
会
へ

本
が
届
く

　
（
希
望
す
る
本
が
貸
出
し
中
の
場
合
、

本
の
到
着
ま
で
時
間
を
要
し
ま
す
）

③
教
育
委
員
会
か
ら
申
込
み
さ
れ
た
方
へ

連
絡
。
本
の
受
け
取
り

④
返
却
期
限
ま
で
に
教
育
委
員
会
へ
返
却

【
３
つ
の
お
願
い
】

１　

本
の
返
却
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う

（
申
込
み
の
流
れ
③
の
連
絡
が
あ
っ

た
日
か
ら
３
週
間
後
が
返
却
期
限
で

す
）

２　

次
に
借
り
る
人
の
た
め
に
、
本
へ
の

書
き
込
み
は
や
め
ま
し
ょ
う

３　

本
の
破
損
・
紛
失
に
は
十
分
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、
本
を
破
損
・

紛
失
し
た
場
合
は
、
教
育
委
員
会
へ

必
ず
伝
え
ま
し
ょ
う

与
那
国
町
教
育
委
員
会　

担
当
：
杉
本

℡
：
〇
九
八
〇-

八
七-

二
〇
〇
二

Fax
：
〇
九
八
〇-

八
七-

二
〇
七
四

　

八
重
山
警
察
署
長
・
八
重
山
地
区
交
通

安
全
協
会
に
よ
る
連
名
表
彰
式
が
５
月
28

日
、
八
重
山
署
訓
授
場
で
行
わ
れ
、
交
通

安
全
に
取
り
組
む
郡
内
の
12
個
人
５
団
体

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

【
交
通
安
全
功
労
者
】
前
楚
美
津
子

　

平
成
11
年
に
母
の
会
を
設
立
し
、
長
い

間
子
供
た
ち
の
登
校
時
に
通
学
路
に
て
見

守
り
活
動
を
続
け
て
い
る
。

【
優
良
団
体
】
与
那
国
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
会
長　

前
楚
良
昌
）

　

10
年
以
上
に
わ
た
り
、
町
内
の
各
小
学

校
の
新
入
児
童
に
手
作
り
の
交
通
安
全
お

守
り
を
寄
贈
し
て
い
る
。

　

沖
縄
県
の
「
し
ま
く
と
ぅ
ば
普
及
推
進

行
動
計
画
」で
発
行
し
て
い
る
会
話
集『
語

ろ
う 

使
お
う 

し
ま
く
と
ぅ
ば
』
の
与
那

国
方
言
版
『
く
い　

ん
だ
し　

‘

か
い
ん
に

ん
に　

ち
ま
む
ぬ
い
（
声
に
だ
し
て
使
っ

て
み
て
ね　

し
ま
く
と
ぅ
ば
）』
が
こ
の

度
完
成
し
ま
し
た
。

　

町
内
在
住
の
方
言
話
者
の
ご
協
力
の
も

と
、
使
い
や
す
さ
を
考
慮
し
た
内
容
は
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
の
様
々
な
場
面
で
楽

し
め
る
会
話
実
践
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
方
言
学
習
に
も
役
立
て
て
も

ら
え
る
よ
う
、
幼
稚
園
児
、
児
童
、
生
徒

に
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

18
日
に
は
、
く
ぶ
ら
幼
稚
園
で
贈
呈
式

を
行
い
ま
し
た
。
自
己
紹
介
の
与
那
国
方

言
（
ど
ぅ
な
ん
む
ぬ
い
）
に
園
児
た
ち
の

反
応
は
「
な
ん
て
言
っ
て
る
の
？
」「
英

語
み
た
い
！
」
と
驚
き
の
声
で
し
た
が
、

教
育
長
の
「
ん
だ
や　

ん
ま
ぬ
や
？
（
あ

な
た
は
ど
こ
の
子
か
）」
の
問
い
か
け
に

「
あ
ぬ
や
〇
〇
の
〇
〇
ど
ぅ　

な
い
ぶ
る

（
私
は
○
ど
○
こ
の
○
名
○
前
で
す
）」
と

練
習
し
、
上
手
に
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

会
話
集
を
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
「
与
那
国

の
こ
と
ば
」
を
た
く
さ
ん
覚
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

★
し
ま
く
と
ぅ
ば
小
冊
子
は
、 

こ
れ
ま

で
に
那
覇
、
宮
古
、
八
重
山
、
名
護
、
読

谷
版
が
あ
り
、
こ
の
度
、
今
帰
仁
、
糸
満
、

与
那
国
版
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

同
本
の
内
容
は
、
し
ま
く
と
ぅ
ば
普
及
セ

ン
タ
ー
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

https://shim
akotoba-navi.jp/learn/

docum
ent/

町
教
委
与
那
国
方
言
辞
典
編
纂
室

（
ア
ヤ
ミ
ハ
ビ
ル
館
内
）

℡
：
〇
九
八
〇-

八
七-

二
四
四
〇

沖
縄
県
立
図
書
館
か
ら

読
み
た
い
本
を
取
り
寄
せ
よ
う
！

八
重
山
地
区
交
通
安
全

功
労
感
謝
状
贈
呈

﹃
く
い 

ん
だ
し 

か
い
ん
に
ん
に

ち
ま
む
ぬ
い
︵
声
に
だ
し
て
使
っ
て

み
て
ね 

し
ま
く
と
ぅ
ば
︶﹄
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７
月
９
日
、
水
道
水
の
軟
水
化
施
設
の

見
学
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
見
学
者
は
ろ

過
さ
れ
て
い
く
工
程
を
熱
心
に
聞
き
い

り
、
硬
度
処
理
前
と
処
理
後
の
水
を
飲
み

比
べ
水
の
柔
ら
か
さ
に
感
心
し
て
い
ま
し

た
。

　

担
当
者
か
ら
「
１
日
か
ら
稼
働
を
開
始

し
た
軟
水
化
施
設
は
、
３
日
に
は
全
集
落

の
水
を
硬
度
３
０
０
㎎
／
Ｌ
か
ら
硬
度
１

０
０
㎎
／
Ｌ
の
水
へ
入
れ
替
わ
り
を
確
認

し
た
」
と
の
こ
と
。

　

今
後
は
軟
水
器
の
設
置
や
石
灰
の
掃
除

の
手
間
か
ら
免
れ
生
活
が
少
し
便
利
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

無
料
の
セ
ミ
ナ
ー
受
講
で
テ
レ
ワ
ー
ク

を
し
ま
せ
ん
か
。
働
く
時
間
は
あ
な
た
次

第
。
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
お
仕
事
例
】

　
・
ウ
ェ
ブ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

　
・ 

各
種
入
力
業
務

　
・
ウ
ェ
ブ
関
連

　
・
在
宅
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

離
島
住
民
が
安
心
し
て
島
に
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
た

め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク

業
務
に
よ
り
所
得
を
安
定
・
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
令
和
元
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

※

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
・
・
情
報
通
信
技
術
の
略
で

通
信
技
術
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
指
す

※

テ
レ
ワ
ー
ク
・
・
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
ず
に
柔
軟
に

働
く
形
態
「tele

＝
離
れ
た
」
と
「w

ork

＝
働
く
」
を
合
わ
せ
た
造
語

　

応
募
は
常
時
可
能
で
す
が
、
申
込
み
時

期
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
時
期
が
変
わ
り
ま

す
。
年
に
３
期
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
よ

り
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
保
険
税

が
減
免
と
な
り
ま
す
。

【
保
険
税
の
減
免
の
対
象
と
な
る
方
】

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
又

は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯
は
保
険

税
を
全
額
免
除

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入

減
少※

が
見
込
ま
れ
、
下
記
の
ア
か
ら

ウ
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯
は
保
険
税

の
一
部
を
減
額

ア
．
事
業
収
入
等
の
い
ず
れ
か
の
減
少
額

（
保
険
金
、
損
害
賠
償
等
に
よ
り
補

填
さ
れ
る
べ
き
金
額
を
控
除
し
た

額
）
が
前
年
の
当
該
事
業
収
入
等
の

額
の
10
分
の
３
以
上
で
あ
る
こ
と
。

イ
．
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
一
，〇
〇

〇
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ウ
．
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業

収
入
等
に
係
る
所
得
以
外
の
前
年
の

所
得
の
合
計
額
が
400
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と
。

※

申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
収
入
を
証
明
す

る
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

軟
水
化
施
設
見
学
会

国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
の
皆
様
へ

パ
ソ
コ
ン
ひ
と
つ
で
で
き
る

仕
事
が
あ
り
ま
す

　
島
在
住
者
限
定

　
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
募
集
！

沖
縄
県
令
和
２
年
度

離
島
テ
レ
ワ
ー
ク

人
材
育
成
補
助
事
業

①
連
絡
先
へ
メ
ー
ル

　
ま
た
は
電
話

申込み・ご質問はこちらまで
【連絡先】Island Connect Okinawa　　【運用元】( 株 ) ブルーオーシャン沖縄
【メール】info@icokinawa.com　　【電話】070-5271-9824　　【Web】http://icokinawa.com

②
事
務
局
か
ら
の
申
込
み

　
フ
ォ
ー
ム
の
案
内
が

　
届
き
ま
す

　
必
要
事
項
を

　
記
載
し
返
送

③
登
録
完
了

④
そ
の
後
の
や
り
取
り
は

　
主
に
ウ
ェ
ブ
会
議
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ま
た
、
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の

事
業
等
の
廃
止
や
失
業
の
場
合
に
は
、
対

象
保
険
税
額
が
全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

離
職
票
や
廃
止
届
な
ど
の
添
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
減
免
対
象
】

令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月

31
日
ま
で
に
納
付
期
限
が
設
定
さ
れ
て
い

る
令
和
元
年
度
と
令
和
２
年
度
の
保
険
税

【
申
請
期
間
】

令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で

　

令
和
２
年
５
月
１
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
の
臨
時
に
よ
る
特
例
免
除
申
請
の
受

付
手
続
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

臨
時
特
例
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
・
猶
予
及
び
学
生
納
付
特
例
申
請
は
、

以
下
の
２
点
を
い
ず
れ
も
満
た
し
た
方
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

（
１
）
令
和
２
年
２
月
以
降
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

収
入
が
減
少
し
た
こ
と

（
２
）
令
和
２
年
２
月
以
降
の
所
得
等
の

状
況
か
ら
見
て
、
当
年
中
の
所
得
の
見
込

み
が
、
現
行
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

等
に
該
当
す
る
水
準
に
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
こ
と

【
対
象
期
間
】

　

令
和
２
年
２
月
分
以
降
の
国
民
年
金
保

険
料
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
手
続
き
方
法
】

〈 
申
請
に
必
要
な
書
類 

〉

　

臨
時
特
例
に
よ
る
免
除
の
申
請
に
必
要

な
書
類
は
以
下
の
２
つ
の
書
類
と
な
り
ま

す
。
申
請
の
際
に
は
、
以
下
の
２
つ
の
書

類
を
必
ず
ご
提
出
願
い
ま
す
。
書
類
は
郵

送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

•

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予

申
請
書

•

所
得
の
申
立
書

※

所
得
の
申
立
書
は
、
臨
時
特
例
に
よ
る

免
除
の
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈 

申
請
に
必
要
な
書
類
（
学
生
の
方
） 

〉

　

臨
時
特
例
に
よ
る
学
生
納
付
特
例
の
申

請
に
必
要
な
書
類
は
以
下
の
３
つ
の
書
類

と
な
り
ま
す
。
申
請
の
際
に
は
、
以
下
の

３
つ
の
書
類
を
必
ず
ご
提
出
願
い
ま
す
。

•

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申

請
書

•

所
得
の
申
立
書

•

学
生
証
の
コ
ピ
ー

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
学
生
証
等
の
発
行
が
遅
延
し
て

い
る
た
め
、
学
生
証
等
が
お
手
元
に
な
い

場
合
は
、
申
請
書
の
備
考
欄
に
「
学
生
証

発
行
遅
延
の
た
め
後
日
送
付
」
と
記
入
し

た
上
で
申
請
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
学
生
証
等
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
、
学
生
証
の
コ
ピ
ー
を
速
や
か
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

経
済
対
策
」
に
お
い
て
、
住
民
一
人
に
つ

き
10
万
円
の
給
付
を
令
和
２
年
５
月
15
日

か
ら
令
和
２
年
８
月
14
日
ま
で
の
３
ヶ

月
、
給
付
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

８
月
14
日
を
過
ぎ
る
と
給
付
申
請
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
給
付

申
請
を
ま
だ
行
っ
て
い

な
い
方
は
、
お
早
め
に

申
請
し
て
下
さ
い
。

　

10
万
円
の
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

個
人
事
業
者
の
方
で
令
和
元
年
度
分
の
確

定
消
費
税
額
が
48
万
円
を
超
え
る
方
は
、

消
費
税
の
中
間
申
告
と
納
付
が
必
要
で

す
。

年
一
回
の
中
間
申
告
の
申
告
・
納
付
期
限

　

８
月
31
日
（
月
）

振
替
納
税
利
用
の
場
合
の
口
座
振
替
日

　

９
月
28
日
（
月
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

伴
う
取
扱
い

　

中
間
申
告
書
を
提
出
期
限
ま
で
に
提
出

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
提
出
期

限
の
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

当
期
の
業
績
が
悪
化
し
て
い
る
場
合
、

「
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告
」
も
ご
検

討
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
付
期
限
が
困
難

な
場
合
は
、
税
務
署
へ
の
申
請
に
よ
り
、

納
税
の
猶
予
制
度
を
適
用
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

特
別
定
額
給
付
金
︵
10
万
円
給
付
︶

に
関
す
る
お
知
ら
せ

個
人
消
費
税
の
消
費
税
の

中
間
申
告
と
納
付

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
減
収
を
事
由
と
す
る

国
民
年
金
保
険
料
免
除
に
つ
い
て

給付金の申請は
忘れずに！
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自
然
災
害･
病
気
な
ど
に
よ
る
収
入
減

少
に
備
え
て
収
入
保
険
・
農
業
共
済
を
お

す
す
め
し
ま
す
！

収
入
保
険

様
々
な
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
し
た
い
方

　

原
則
全
て
の
農
作
物
を
対
象
に
、
自
然

災
害
や
価
格
低
下
だ
け
で
な
く
、
農
業
経

営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を

広
く
補
償
し
ま
す
。

【
加
入
で
き
る
方
】　

青
色
申
告
を
行
っ
て

い
る
農
業
者
（1

年
以
上
申
告
実
績
の
あ

る
者
）

【
補
償
の
内
容
】　

収
入
が
９
割
を
下
回
っ

た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割
（
支
払

率
）
を
上
限
に
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

農
業
共
済

自
然
災
害
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
し
た
い
方

　

米
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
家
畜
、
農
業
用
ハ

ウ
ス
、
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
な
ど
が
自
然
災

害
に
よ
っ
て
受
け
る
損
失
を
補
償
し
ま

す
。

【
加
入
で
き
る
方
】　

全
て
の
農
業
者

※

農
業
保
険
は
国
の
公
的
保
険
制
度
で
、

保
険
料(

掛
金)

の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
沖
縄
県
農
業

共
済
組
合
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

八
重
山
支
所　

石
垣
市
平
得744-1

電
話: 0980-82-4780

　

７
月
３
日
〜
５
日
に
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
第
31
回
日
本
最
西
端
与
那
国

島
国
際
カ
ジ
キ
釣
り
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
し
て
い
る
状
況
を

憂
慮
し
、
参
加
者
及
び
ご
来
場
者
の
皆
様

の
安
全
と
健
康
を
第
一
に
考
え
、
中
止
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
大
会
へ
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

カ
ジ
キ
大
会
中
止
の
お
知
ら
せ

リ
ス
ク
へ
の
備
え
は

で
き
て
い
ま
す
か
？

　５年に一度の大きな調査となっ
ており、２０２０年１０月１日現
在与那国島に在住している皆様が
対象となります。調査へのご協力
をよろしくお願いいたします！

＊ 問い合わせ先 ＊

与那国町役場企画財政課
国勢調査担当： 松田 奈々
〒907-1801
沖縄県八重山郡与那国町
与那国 129 番地
TEL 0980-87-3577
FAX 0980-87-2079
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